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文
語
日
誌
（平
成
二
十
五
年
九
月
六
日
） 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ 
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ａ
Ｕ
（サ
ル
・ガ
ヴ
ォ
ー
） 

客
席
少
な
目
の
愛
ら
し
き
ホ
ー
ル
に
て
聲
樂
、
ピ
ア
ノ
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
適
す
。
ロ
ン
・
テ
ィ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

會
場
と
し
て
夙
に
有
名
な
り
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
〇
・九
一
年 

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
（シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
）
（九
〇
年
九
月
） 

ペ
ー
タ
ー
・シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
テ
ノ
ー
ル
に
よ
る
「
冬
の
旅
」の
リ
サ
イ
タ
ル
な
り
。
東
歐
民
主
化
の
餘
波
を
受
け

た
る
か
、
稍
や
つ
れ
て
見
え
し
。
第
十
五
曲
「鴉
」に
て
態
と
Ｋ
の
子
音
を
汚
く
發
音
せ
り
。 

Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
（コ
ト
ル
バ
ス
）（九
〇
年
一
二
月
） 

ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
名
ソ
プ
ラ
ノ
、
イ
レ
ア
ー
ナ
・
コ
ト
ル
バ
ス
の
引
退
リ
サ
イ
タ
ル
。
前
半
は
リ
ス
ト
と
マ
ル
ク
ス
の

歌
曲
な
り
。
聞
き
進
む
に
つ
れ
て
聲
徐
々
に
出
づ
。
後
半
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「放
蕩
息
子
」
、
「
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

第
三
幕
の
ミ
ミ
の
別
れ
、
「
タ
イ
ス
」よ
り
の
ア
リ
ア
と
充
實
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
「
ボ
エ
ー
ム
」第
一
幕
の
ア
リ
ア
「我

が
名
は
ミ
ミ
」。
思
は
ず
貰
泣
き
を
す
。
ピ
ン
ク
の
服
に
身
を
包
み
、
ス
テ
ー
ジ
マ
ナ
ー
は
優
雅
な
り
。 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
（ベ
ル
ガ
ン
サ
）
（九
一
年
三
月
） 

ス
ペ
イ
ン
の
誇
る
往
年
の
メ
ゾ
・ソ
プ
ラ
ノ
、
テ
レ
サ
・ベ
ル
ガ
ン
サ
の
巴
里
に
於
け
る
人
氣
は
凄
ま
じ
く
、
漸
う
ス

ト
ラ
ポ
ン
タ
ン
（
補
助
椅
子
）
の
切
符
を
入
手
せ
り
。
而
も
一
番
高
き
席
と
同
額
の
三
五
〇
フ
ラ
ン
な
り
。
前

半
は
、
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
作
品
。
然
る
に
前
半
の
み
に
て
調
子
惡
し
と
の
こ
と
に
て
呆

氣
な
く
演
奏
會
は
終
了
す
。
金
返
せ
と
い
ふ
客
も
無
く
、
皆
素
直
に
歸
り
ぬ
。 

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ａ
（ガ
ス
デ
ィ
ア
）（九
一
年
三
月
） 

伊
太
利
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
・ガ
ス
デ
ィ
ア
の
リ
サ
イ
タ
ル
。
前
半
は
サ
ン
サ
ー
ン
ス
と
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

歌
曲
を
樂
譜
を
見
つ
つ
歌
ふ
の
み
。
後
半
は
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
歌
曲
、
「
カ
ル
メ
ン
」、
「ト
ス
カ
」よ
り
の
ア
リ
ア
。
ア

ン
コ
ー
ル
の
終
は
り
二
つ
、
蝶
々
夫
人
の
ア
リ
ア
と
椿
姫
よ
り
別
れ
の
ア
リ
ア
、
印
象
に
殘
れ
り
。 

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
（リ
ッ
チ
ャ
レ
ッ
リ
）
（九
一
年
四
月
） 

伊
太
利
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
カ
ー
テ
ィ
ア
・リ
ッ
チ
ャ
レ
ッ
リ
の
リ
サ
イ
タ
ル
。
元
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ん
の
慣
ら
し
運
轉

に
過
ぎ
ず
。
「イ
デ
ア
ー
レ
」に
始
ま
る
ア
ン
コ
ー
ル
は
何
と
十
一
曲
（オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
五
曲
を
含
む
！
）に
も
及

べ
り
。
歐
州
女
性
の
疲
れ
を
知
ら
ぬ
活
力
に
は
只
々
驚
く
の
み
。 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｍ
（フ
ァ
ン
・ダ
ム
）（九
一
年
四
月
） 

ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
名
バ
リ
ト
ン
、
ホ
セ
・
フ
ァ
ン
・ダ
ム
に
よ
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
冬
の
旅
」
。
ガ
ヴ
ォ
ー
の
演
奏
會

の
う
ち
に
て
は
最
も
混
み
、
舞
臺
上
に
三
列
の
客
席
用
椅
子
、
特
別
に
竝
べ
ら
る
。
密
度
濃
き
歌
、
苦
惱
の

表
情
な
ど
、
中
年
女
性
客
達
は
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
を
一
齊
に
使
ふ
。
フ
ァ
ン
ダ
ム
氏
、
第
四
、
八
、
十
六
曲
に
て
は

赤
き
小
册
子
の
歌
詞
カ
ー
ド
を
ち
ら
と
見
つ
つ
歌
ふ
。 



Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（カ
バ
リ
エ
）
（九
一
年
五
月
） 

待
望
の
ス
ペ
イ
ン
の
大
歌
手
モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
・
カ
バ
リ
エ
、
舞
臺
に
出
て
來
る
の
み
に
て
拍
手
鳴
り
止
ま
ず
。
老
眼

鏡
を
掛
け
樂
譜
を
見
つ
つ
歌
ふ
。
貫
祿
は
十
分
。
黒
い
服
と
い
ふ
よ
り
布
地
に
近
し
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
ス
ペ
イ
ン

歌
曲
の
あ
と
に
得
意
の
「ア
ド
リ
ア
ナ
・ル
ク
ヴ
ル
ー
ル
」よ
り
の
ア
リ
ア
。
別
格
の
歌
手
と
の
印
象
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
一
・九
二
年 

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
（フ
ァ
ス
ベ
ン
ダ
ー
）
（九
一
年
十
月
） 

獨
逸
の
メ
ゾ
、
ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
フ
ァ
ス
ベ
ン
ダ
ー
。
ベ
ル
ク
の
「最
後
の
歌
」や
マ
ー
ラ
ー
の
「さ
す
ら
ふ
若
人
の
歌
」

な
ど
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
英
語
の
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
と
い
ふ
知
ら
れ
ざ
る
曲
。 

Ｂ
Ａ
Ｅ
Ｒ
（ベ
ー
ア
）
（九
一
年
十
月
） 

獨
逸
の
バ
リ
ト
ン
、
オ
ラ
フ
・
ベ
ー
ア
の
獨
逸
歌
曲
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
四
曲
、
最
後
は
お
決
ま
り

の
「獻
身
」な
り
。
や
や
素
朴
に
て
知
的
雰
圍
氣
は
な
し
。 

Ｌ
Ｏ
Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
（デ
・ロ
ス
ア
ン
ヘレ
ス
）
（九
一
年
十
一
月
） 

ス
ペ
イ
ン
の
往
年
の
名
ソ
プ
ラ
ノ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
デ
・
ロ
ス
ア
ン
ヘレ
ス
。
一
九
二
三
年
生
ま
れ
故
、
聞
き
納
め

か
。
後
半
の
フ
ァ
リ
ャ
良
し
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
の
セ
ギ
デ
ィ
ー
リ
ャ
に
て
は
萬
雷
の
拍
手
を
受

く
。 

Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（カ
バ
リ
エ
）
（九
二
年
一
月
） 

再
び
の
カ
バ
リ
エ
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「ア
ル
ミ
ー
ダ
」
の
ア
リ
ア
は
壓
卷
な
り
き
。
金
色
の
縁
の
附
き
た
る
服
な
り
き
。 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
（フ
レ
ー
ニ
）
（九
二
年
六
月
） 

伊
太
利
の
名
ソ
プ
ラ
ノ
、
ミ
レ
ッ
ラ
・
フ
レ
ー
ニ
。
紫
赤
緑
黄
色
と
信
號
の
如
き
服
。
冒
頭
の
ロ
ッ
シ
ー
ニ
に
て
は

小
さ
き
聲
か
と
思
は
す
る
も
、
次
第
に
迫
力
増
し
、
前
半
の
「ド
ン
カ
ル
ロ
」よ
り
の
十
分
を
超
ゆ
る
長
大
な
る

ア
リ
ア
、
後
半
の
「
エ
フ
ゲ
ニ
オ
ネ
ー
ギ
ン
」
よ
り
の
手
紙
の
場
は
共
に
見
事
な
る
出
來
榮
え
な
り
。
ア
ン
コ
ー
ル

は
、
ミ
ミ
、
マ
ノ
ン
レ
ス
コ
ー
、
そ
し
て
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
と
續
く
。 

 

シ
ー
ズ
ン
九
二
・九
三
年 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（ス
コ
ッ
ト
）（九
二
年
十
月
） 

伊
太
利
の
誇
る
大
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、
レ
ナ
ー
タ
・ス
コ
ッ
ト
。
昔
一
年
間
に
二
十
キ
ロ
も
痩
せ
た
る
故
、
今
は
小
柄

に
て
綺
麗
。
光
る
服
。
演
技
派
、
歌
に
緊
張
感
あ
り
。
大
歌
手
の
本
領
を
遺
憾
な
く
發
揮
せ
り
。
ベ
ッ
リ
ー
ニ

の
歌
曲
や
「
ル
シ
ッ
ド
」よ
り
の
ア
リ
ア
な
ど
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
曲
、
佛
蘭
西
歌
曲
（言
葉
を
忘

れ
や
り
直
す
は
愛
嬌
）
、
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
よ
り
ト
ゥ
ナ
イ
ト
。
舞
臺
の
上
よ
り
客
に
キ
ス
し
サ
イ
ン
す
る
な
ど

サ
ー
ビ
ス
過
剩
の
感
こ
そ
あ
れ
。 

Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
（プ
ロ
ウ
ラ
イ
ト
）
（九
二
年
十
二
月
） 

英
國
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
プ
ロ
ウ
ラ
イ
ト
。
や
や
大
味
な
る
歌
、
小
ホ
ー
ル
の
歌
曲
に
は
不
向
き
。
ア
ン

コ
ー
ル
に
て
佛
蘭
西
語
歌
曲
の
歌
詞
を
間
違
へ舌
を
出
す
。 



Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
（九
三
年
五
月
） 

ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
の
大
ソ
プ
ラ
ノ
、
ギ
ネ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
。
前
半
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
「
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
の
歌
」
に

始
ま
る
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
歌
曲
は
す
べ
て
瑞
典
語
の
懷
か
し
き
曲
ば
か
り
な
り
。
後
半
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
歌
曲
。

彼
女
の
聽
衆
を
引
き
込
む
力
、
尋
常
に
は
非
ず
。
ア
ン
コ
ー
ル
も
す
べ
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
て
、
最
後
は
四
つ
の

最
後
の
歌
よ
り
「
眠
り
に
つ
く
時
」
（
ヘ
ッ
セ
詩
）
。
歐
州
の
黄
昏
を
感
ぜ
さ
す
る
曲
、
巴
里
を
去
る
前
に
聽
く

に
相
應
し
と
覺
ゆ
。 

 

あ
と
が
き 

筆
者
は
九
〇
年
六
月
よ
り
約
三
年
間
巴
里
に
駐
在
し
、
可
能
な
限
り
數
多
く
の
オ
ペ
ラ
に
接
す
る
樣
努
め

た
り
。
本
編
は
そ
の
取
り
留
め
も
な
き
印
象
記
、
備
忘
録
な
り
。
オ
ペ
ラ
の
魅
力
に
つ
き
て
語
り
出
せ
ば
盡
く

る
な
け
れ
ど
、
一
言
に
し
て
言
は
ば
、
オ
ペ
ラ
に
は
古
き
佳
き
時
代
の
歐
州
の
「
ゆ
と
り
と
豐
か
さ
」
集
約
的

に
現
れ
り
と
覺
ゆ
。
現
代
の
日
本
社
會
に
缺
く
る
眞
の
ゆ
と
り
と
豐
か
さ
、
此
處
に
は
ふ
ん
だ
ん
に
有
り
。

巴
里
に
て
見
た
る
オ
ペ
ラ
公
演
の
中
に
て
一
番
印
象
に
殘
る
は
、
私
事
に
亙
る
も
、
な
ほ
九
三
年
四
月
の
家

内
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
プ
ー
ラ
ン
ク
作
曲
の
モ
ノ
オ
ペ
ラ
「人
間
の
聲
」、
於
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
邸
）と
い
ふ
こ
と
に
な
る
ら

む
。 

 

 


